
（資料③）

№ 期　日 研　　修　　名　 場　所 内　　容

1
２８．　６．１５

～　１６
新任職員研修会

鹿児島
サンロイヤルホテル

①「知的障害の理解について」
　　講師：あさひが丘学園　施設長　水流　純大氏
②「知的障害者の人権擁護について」
　　講師：慈生園　副施設長　森田　善博氏
③社会人としての基本的マナー」
　　講師：㈱ヒューマンパワー代表取締役社長　森山　重康氏
④新任職員へのメッセージ
　　講師：榎山学園　副施設長　小屋敷　美知子氏
⑤グループディスカッション

参加者　１２９名

2 ２８．　８．２９ 人権擁護研修会
鹿児島
サンロイヤルホテル

①「障害者差別解消法」について
　　１）法律の概要について
　　２）相談事例について
　　講師：鹿児島県障害福祉課

②演習・自己チェックシート
③演習・グループ討議
④討議事項の発表・まとめ
参加者　１４７名

3
２８．１１．２１

～２２
施設職員研修会

鹿児島
サンロイヤルホテル

①個別支援（計画）の在り方についての検討
           講師：桃山学院大学　教授　松端克文氏
②事例から考える個別支援計画
　　　　第１分科会　児童期の発達支援
　　　　第２分科会　行動障害者への支援
　　　　第３分科会　高齢障害者への支援
　　　　第４分科会　就労支援
　　　　第５分科会　相談支援・地域生活支援
③「中堅支援の役割」
　　講師：㈱ヒューマンパワー代表取締役　森山　重康氏
④「補助犬同伴が当たり前の街へ」
　　講師：ル・オーナペットクリニック獣医師　濵崎　菜央氏
参加者　１４３名

4 ２８．１２．１５ 施設長等研修会
鹿児島
サンロイヤルホテル

①講演Ⅰ「社会福祉法人改革について」
　　　講師：社会福祉法人常盤会　理事長　久木元　司氏
②講演Ⅱ「生活困窮者支援における障害者支援者・機関の役
割」
　　　講師：しばた司法書士事務所　司法書士　芝田　淳氏
　
参加者　１１７名

5
２９．　１．１４

～１５
家族並びに施設職員研修会 ホテル京セラ

①家族会連合会活動報告
②「障害者雇用における会社の仕組みと親の気持ち」
　　　講師：株式会社Ａコープ鹿児島
　　　　　　　代表取締役社長　卓間　寛氏
③グループディスカッション
④家族として思うこと
⑤職員からのメッセージ
⑥「鹿児島こげなこっがあいもした！」
　　　講師：ＭＢＣタレント　野口　たくお氏
参加者　２７１名

6 ２９．　２．２８ グループホーム事業所研修会
鹿児島
サンロイヤルホテル

①講演：「障害者総合支援法改正に伴う
　　　　　　　　　　　　　これからの地域生活支援とは」
　　講師：社会福祉法人菊愛会　理事長　最上　太一郎氏
②グループディスカッション
③発表・質疑応答
参加者　９１名
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【研修事業】



（資料③） 平成28年度　共催事業実施報告

№ 期　日 会　議　名 場　所 内　容

1 ２８．　４．２３ 施設親善球技大会
桜島町溶岩グラウンド
総合体育館補助館

参加者　約１，０００名
①ティーボール　優勝　川内自興園
②ソフトボール　優勝　ゆうすい
③ソフトバレーボール　優勝　知覧育成園
④グランドゴルフ　ヘビークラス　優勝　川内自興園C
⑤グランドゴルフ　ライトクラス　優勝　新葉学園A

2 ２８．　５．１３
第７回鹿児島県知事杯
　知的障害児者フットサル大会

ふれあいスポーツランド

参加　２５チーム　参加者　１９０名
トップリーグ優勝　FCバルサユナイテッド
　　　　　準優勝　鹿児島高特支
　　　　1部優勝　白薩摩　準優勝　セルプ鹿児島
　　　　2部優勝　うめの里FC
　　　　　準優勝　FC　KEIWA　B

3 ２８．　９．１１
第５０回記念
  知的障害者関係施設文化祭

鹿児島市民文化ホール
第2ホール

出演施設：7施設
ゲスト出演：JOY倶楽部・創生児
来場者：約1,000名

4
２８．１０．２１

～２３
ハッピーフェスタバザール2016 ドルフィンポート

◆来場者延べ人数１２００人
◆参加施設（25施設）
・展示販売（19施設）
・展示のみ（6施設）

5 ２８．１２．２４ 地域生活者交流会
まほろばの里
ホテル京セラ

①陶芸教室
②クリスマスパーティー
参加者：28名

6 ２９．　１．　６ 「新成人を祝う会」 市民文化ホール市民ホール 新成人　男性８４名　女性４５名　合計　１２９名

1
２８．１０．　４

～　５
第５６回九州地区知的障害関係
施設長研究大会（鹿児島大会）

鹿児島サンロイヤルホテル

テーマ
「新たな時代の福祉を創造する」
　　～大切なものを守りながら新たな価値を創造する
　　　　　　　福祉的革新（イノベーション）に挑む～
①式典
②行政説明
③基調講演
④分科会（第1～6分科会）
参加者　４２８名

【文化・体育事業）

【助成事業】


